
くにさき

ボランティア対応件数：44件

ボランティア参加数：388名

社協だよりには皆様よりお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分金が使われています

～地域福祉活動を支援し、支援が必要な人とともに歩む団体～

市民後見人養成講座受講者募集

社会福祉法人  国東市社会福祉協議会

社会福祉法人  国東市社会福祉協議会

国東市成年後見センター“ほっとかない”（国東市社会福祉協議会）

国東市

•年齢25歳以上の方（2024年４月１日現在）

•国東市内にお住まいの方

•福祉活動に理解があり、受講修了後に市民後見人として活動可能な方

•講座を全て受講できる方

　※やむを得ず欠席となった場合、レポート等の補講を用意しております。

令和６年10月21日（月）～令和６年11月11日（月）

令和６年11月28日（木）～令和７年１月31日（金）（8日間）

武蔵中央公民館　会議室

無料

10名

申込者全員に、受講の可否の通知を郵送でお知らせします。

主 催

共 催

応 募 資 格

応 募 期 間

日 程

会 場

受 講 料

申 込 方 法

定 員

受講の決定

国東市成年後見センター “ほっとかない”
（国東市社会福祉協議会　総務福祉課　地域共生係）

お
問
合
せ
先

本　　所
国見支所
国東支所

安岐支所

国東市武蔵町古市 1086-1（武蔵保健福祉センター内） （総務福祉課）
国東市国見町伊美 2225-1（国見保健福祉センター内）　
国東市国東町浜崎 2757-5（国東福祉センター内） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（在宅福祉課）
国東市安岐町中園 100（安岐総合支所内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉支援課）

☎68-1976
☎82-1107
☎74-1151
☎74-1234
☎67-1283
☎64-7100

■
■
■

■

社協の詳しい情報は
ホームページへアクセス
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別府大学のみなさん

国東市成年後見センター “ほっとかない”

成年後見制度とは成年後見制度とは
　認知症や障害のために判断能力が不十分な方々の財産管理や身上保護を裁判所から選任さ
れた後見人等が支援し、これらの方々が住み慣れた地域で生活を継続できるよう支える制度

•この講座終了後、市民後見人養成講座修了者名簿に登録します。
•終了は全科目受講を条件とします。
•受講予定時間を10分以上過ぎて未出席の方は欠席とみなします。
•将来的に市民後見人として、活動できる方を養成するため、名簿登録者には、フォロー
アップ研修等の案内を年に１回程度予定しています。

　国東市における成年後見制度の普及を目的に、新たな成年後見制度の担い手として市民後見人を養成いた
します。

◆お問合せ先 住 所
電 話
M a i l

：国東市武蔵町古市１０８６番地１
：0978-68-1976　FAX：0978-68-1677
：kouken.kunisaki@kunisaki-wel.or.jp

受講における留意点

国東市成年後見センター“ほっとかない”(国東市社会福祉協議会）まで、郵送・FAX・
メールにて申込用紙を提出ください。
※申込用紙は社会福祉協議会HPからダウンロードまたは本所にてお受け取りいただ
けます。



台風 10 号の　被害に伴い
県内、市内から多くの方々にボラン　 ティアに参加していただきました。

ボランティア活動期間

９月５日～８日
９月13日～15日

ボランティアのみなさんありがとうございましたボランティアに参加してくださった方々
学校：文理大学、大分大学、別府大学企業：キヤノン、コープおおいた、郵便局長会
団体：日本防災士会大分支部、宇佐市防災士会、

TOVS、愛知人大分支部、キヤノン労組、大
分県自治労大分県本部、国東市消防、しらさ
ぎ、よろずやながはる、国東人、リエラ、他

個人ボランティア：25名 

　この度の台
風10号に伴い

、被害に遭わ
れ

た皆様に心よ
りお見舞い申

し上げます。

 台風直後よ
り被害調査を

行ったところ
、多

くのお宅で被
害が出ており

、国東市社会
福

祉協議会で
初の災害ボ

ランティア
セン

ターを９月２
日（月）に設

置し多くのボ
ラ

ンティアの方
のご協力をい

ただきました
。

宇佐市防災士会田中さんは多くのボラン

ティアを招集し、ユンボなどの大型機材を

使って土砂等の撤去作業をしてください

ました。ありがとうございました。

担当者（徳丸悦大）より
　今回、 国東市では昭和36年以来となる大きな災害が発生しました。 被災さ
れた方の1日でも早い復興のため、 災害ボランティアセンターを立ち上げるこ
ととなりました。
　被災地域は市内全体に点在し、 想定を超える被災数でした。センター運営も
不慣れな中、 国東市社協の職員総出で対応し、住民一人ひとりとお話をしなが
ら、 家屋被害や体調面、 生活面で不安なことはないか、 少しでも被災された
方に寄り添う支援を心がけてきました。 人手不足が心配される中、数多くのボ
ランティアの皆さんに集まって頂き、 皆さんの活動から勇気をもらいながら、 
生活再建への道を支援することができました。
　活動依頼も収束となり、 被災された方からも「ひとりでがんばっていたか
ら、 手伝ってもらえて本当に救われた」 「助けに来てくれる人がたくさんい
て、 心が軽くなった」などの声を頂き、 ご協力頂いた方には感謝の気持ちで
いっぱいでした。
　今後も、被災された方からのボランティアの依頼や相談に対応してまいり
ます。
　本当にありがとうございました。

災害ボランティア事前登録をお願いします
　国東市で災害が発生した際に、被災者を支える体制づく
りの一環として災害ボランティアの事前登録をお願いい
たします。
①国東市社協HP等から、Googleフォーム（Web上）にて、
必要事項を入力し、送信します。

②国東市社協窓口にて、「申請書」に必要事項を記入し、提
出します。
●詳しい内容につきましては、国
東市社協HPをご覧いただくか、
本所へお問い合わせください

登録はこちら

ボランティアの様子

大分大学の
皆さん

作業する場
所が狭くて

水を含んだ

泥が重たか
ったけど、

みんなで協

力しながら
作業できま

した！

市長も参加！

主な活動：
泥かき、石、木くずの撤去
家財道具運び出し、
畳上げ、ゴミ出しなど

災害があったら、
たくさんの人を支援に
つれていく。
他の人も災害の事を
知ってもらいたい。
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台風 10 号の　被害に伴い
県内、市内から多くの方々にボラン　 ティアに参加していただきました。

ボランティア活動期間

９月５日～８日
９月13日～15日

ボランティアのみなさんありがとうございましたボランティアに参加してくださった方々
学校：文理大学、大分大学、別府大学企業：キヤノン、コープおおいた、郵便局長会
団体：日本防災士会大分支部、宇佐市防災士会、

TOVS、愛知人大分支部、キヤノン労組、大
分県自治労大分県本部、国東市消防、しらさ
ぎ、よろずやながはる、国東人、リエラ、他

個人ボランティア：25名 

　この度の台
風10号に伴い

、被害に遭わ
れ

た皆様に心よ
りお見舞い申

し上げます。

 台風直後よ
り被害調査を

行ったところ
、多

くのお宅で被
害が出ており

、国東市社会
福

祉協議会で
初の災害ボ

ランティア
セン

ターを９月２
日（月）に設

置し多くのボ
ラ

ンティアの方
のご協力をい

ただきました
。

宇佐市防災士会田中さんは多くのボラン

ティアを招集し、ユンボなどの大型機材を

使って土砂等の撤去作業をしてください

ました。ありがとうございました。

担当者（徳丸悦大）より
　今回、 国東市では昭和36年以来となる大きな災害が発生しました。 被災さ
れた方の1日でも早い復興のため、 災害ボランティアセンターを立ち上げるこ
ととなりました。
　被災地域は市内全体に点在し、 想定を超える被災数でした。センター運営も
不慣れな中、 国東市社協の職員総出で対応し、住民一人ひとりとお話をしなが
ら、 家屋被害や体調面、 生活面で不安なことはないか、 少しでも被災された
方に寄り添う支援を心がけてきました。 人手不足が心配される中、数多くのボ
ランティアの皆さんに集まって頂き、 皆さんの活動から勇気をもらいながら、 
生活再建への道を支援することができました。
　活動依頼も収束となり、 被災された方からも「ひとりでがんばっていたか
ら、 手伝ってもらえて本当に救われた」 「助けに来てくれる人がたくさんい
て、 心が軽くなった」などの声を頂き、 ご協力頂いた方には感謝の気持ちで
いっぱいでした。
　今後も、被災された方からのボランティアの依頼や相談に対応してまいり
ます。
　本当にありがとうございました。

災害ボランティア事前登録をお願いします
　国東市で災害が発生した際に、被災者を支える体制づく
りの一環として災害ボランティアの事前登録をお願いい
たします。
①国東市社協HP等から、Googleフォーム（Web上）にて、
必要事項を入力し、送信します。

②国東市社協窓口にて、「申請書」に必要事項を記入し、提
出します。
●詳しい内容につきましては、国
東市社協HPをご覧いただくか、
本所へお問い合わせください

登録はこちら

ボランティアの様子

大分大学の
皆さん

作業する場
所が狭くて

水を含んだ

泥が重たか
ったけど、

みんなで協

力しながら
作業できま

した！

市長も参加！

主な活動：
泥かき、石、木くずの撤去
家財道具運び出し、
畳上げ、ゴミ出しなど

災害があったら、
たくさんの人を支援に
つれていく。
他の人も災害の事を
知ってもらいたい。
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夏のボランティア体験月間夏のボランティア体験月間

■活動に関するお問合せは下記へ
国東市社会福祉協議会 福祉支援課
　　　　　　　☎ 0978-64-7100
国東市役所福祉課高齢者支援係
　　　　　　　☎ 0978-72-5164

■活動に関する情報は
共通WEBサイト「国東つながる暮らし」
ご覧ください
ホームページはこちら▶

マルミヤストアと食品の寄贈に関する締結式

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
常
務
理
事
退
任
の
ご
挨
拶

竹田津地区公民館　買い物マーケット開催
（毎月第 4 木曜日 12 時半～ 13 時半）

　
令
和
６
年
８
月
26
日
（
月
）
株
式
会
社

マ
ル
ミ
ヤ
ス
ト
ア
と
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
食
品
の
寄
贈
に
関
す
る
合
意
書
締
結
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
タ
ッ
ク
ス
を
展
開
す
る
マ
ル
ミ
ヤ
ス

ト
ア
の
池
邉
恭
行
社
長
は
、「
食
品
の
ル
ー

プ
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い
、
今
後

一
緒
に
な
っ
て
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
、
松
井
督
治
会
長
は
、「
寄
贈

さ
れ
た
食
べ
物
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

責
任
を
持
っ
て
お
預
か
り
し
、
お
困
り
の

方
々
に
お
配
り
す
る
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
」
事
業
等
に
活
用
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
ア
タ
ッ
ク
ス
国
東

店
で
随
時
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
タ
ッ
ク
ス
国
東
店
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
ま
だ
食

べ
ら
れ
る
食
品
を
毎
月
の
受
付
期
間
内
に

ご
提
供
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
令
和
６
年
９
月
30
日
を

も
ち
ま
し
て
、
国
東
市
社
会
福
祉

協
議
会
常
務
理
事
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
６
月
に
就
任
し
、
１

年
３
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
こ
の
間
、
多
く
の

皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
務
め

ら
れ
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
国
東
市
は
も
と
よ
り
全
国
的
に

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
構
造

や
家
族
構
成
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
な
か
で
、
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
使
命
を
も
つ
社
会
福
祉
協
議

会
は
益
々
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
必
要
と
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
本
会
が
充
実
し
た

事
業
活
動
を
展
開
し
、
国
東
市
の

地
域
福
祉
が
一
歩
一
歩
進
ん
で
行

く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。
重
ね
て
、
皆
様
方
の
ご
協
力

に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

大分大学経済学部 山浦陽一准教授による
「これからの地域づくり講演会」開催

　
令
和
６
年
８
月
27
日
、
安
岐
中
央
公
民
館
で
大
分
大
学
山

浦
陽
一
准
教
授
に
よ
る「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
講
演
会
」

を
に
し
あ
き
元
気
会
の
皆
さ
ん
が
開
催
し
ま
し
た
。

　
国
東
市
内
で
の
支
え
合
い
活
動
「
居
場
所
づ
く
り
を
通
じ

た
生
活
支
援
」
が
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
竹
田
津
く
ら
し
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
〝
か
も
め
〞
の
取
り
組
み
モ
デ
ル
事
例

を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
の
進
む
べ
き
方
向
性
、

ポ
イ
ン
ト
を
山
浦
准
教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
〝
に
し
あ
き
元
気
会
〞
は
、
安
岐
町
西
安
岐
地
区
の
民
生

委
員
児
童
委
員
全
８
名
の
皆
さ
ん
が
、
活
動
の
中
で
直
面
す

る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
令
和
６
年
７
月
19
日
に
会

を
発
足
し
、
月
１
〜
２
回
の
頻
度
で
「
く
ら
し
を
考
え
る
勉

強
会
」
を
今
後
も
継
続
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
「
食
品
衛
生
」、「
口
腔
と
健
康
」、「
コ
ー
ヒ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」、「
移
動
支
援
」「
医
療
・
介
護
保
険
制
度
の
動
向
」

に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
８
月
22
日
、
竹
田
津
地
区
公
民
館
で
第
一
回
目

の
買
い
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
商
店
ま
で
の
買
い
物
に
行
く
事
が
困
難
な
方
た

ち
に
対
し
、
少
し
で
も
買
い
物
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え
よ

う
と
企
画
し
、
地
域
で
支
え
合
い
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る

竹
田
津
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
か
も
め
」
の
ミ
ニ

デ
イ
の
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
車
の
免
許
の
返
納
な
ど
で
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
声
を
商

工
業
者
の
方
に
相
談
し
、
国
見
地
域
の
商
店
の
方
に
出
張
販

売
い
た
だ
き
、
買
い
物
が
し
や
す
い
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
国
見
町
内
の
３
店
舗
が
参
加
し
、
生
鮮
食
品
や

日
用
品
な
ど
が
揃
い
、
ミ
ニ
デ
イ
に
参
加
し
た
方
や
、
地
域

住
民
が
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
「
大
変
便
利
が
い
い
」「
バ
ス
で
買
い
物

に
行
っ
て
買
い
物
し
た
重
い
荷
物
が
帰
り
が
け
は
大
変
だ
っ

た
大
変
助
か
る
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
国
見
町
３
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
公
民
館
等
で

買
い
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
月
に
一
回
展
開
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
７
月
20
日
（
土
）
か
ら
８
月

31
日
（
土
）
ま
で
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
月
間
で
し
た
。
今
年
度
も
各
施
設
で
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
安
岐
中
央
こ
ど
も
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
は
、

「
楽
し
い
で
す
！
」
と
緊
張
し
た
表
情
と
に

こ
や
か
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　
武
蔵
町
の
「
武
渓
の
会
」
に
参
加
し
た

大
学
生
も
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

た
が
、カ
フ
ェ
に
来
た
方
々
に
丁
寧
に
コ
ー

ヒ
ー
を
注
ぎ
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。「
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
３

日
間
頑
張
り
ま
す
」
と
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
に
大
変
意
欲
的
で
し
た
。

愛のお便り運動愛のお便り運動

　
国
東
市
内
の
児
童
た
ち
に
よ
る
愛
の
お

便
り
運
動
が
今
年
度
も
敬
老
の
日
に
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
祖
父
母
や
日
頃
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
近
所
の
方
な
ど
へ
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
自
分
の
近
況

を
知
ら
せ
ま
し
た
。

　
一
生
懸
命
書
い
た
素
敵
な
絵
は
が
き
は
、

思
い
思
い
の
場
所
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
が
き
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
手
に

取
っ
た
瞬
間
、
に
っ
こ
り
笑
顔
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
こ
の
は
が
き
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
い
う
お
声
も
沢
山
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
手
軽
で
良
い
で
す
が
、
手

書
き
も
嬉
し
い
で
す
ね
♪

　
児
童
た
ち
に
は
が
き
で
お
返
事
し
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ヨ
。
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夏のボランティア体験月間夏のボランティア体験月間

■活動に関するお問合せは下記へ
国東市社会福祉協議会 福祉支援課
　　　　　　　☎ 0978-64-7100
国東市役所福祉課高齢者支援係
　　　　　　　☎ 0978-72-5164

■活動に関する情報は
共通WEBサイト「国東つながる暮らし」
ご覧ください
ホームページはこちら▶

マルミヤストアと食品の寄贈に関する締結式

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
常
務
理
事
退
任
の
ご
挨
拶

竹田津地区公民館　買い物マーケット開催
（毎月第 4 木曜日 12 時半～ 13 時半）

　
令
和
６
年
８
月
26
日
（
月
）
株
式
会
社

マ
ル
ミ
ヤ
ス
ト
ア
と
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
食
品
の
寄
贈
に
関
す
る
合
意
書
締
結
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
タ
ッ
ク
ス
を
展
開
す
る
マ
ル
ミ
ヤ
ス

ト
ア
の
池
邉
恭
行
社
長
は
、「
食
品
の
ル
ー

プ
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い
、
今
後

一
緒
に
な
っ
て
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
、
松
井
督
治
会
長
は
、「
寄
贈

さ
れ
た
食
べ
物
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

責
任
を
持
っ
て
お
預
か
り
し
、
お
困
り
の

方
々
に
お
配
り
す
る
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
」
事
業
等
に
活
用
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
ア
タ
ッ
ク
ス
国
東

店
で
随
時
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
タ
ッ
ク
ス
国
東
店
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
ま
だ
食

べ
ら
れ
る
食
品
を
毎
月
の
受
付
期
間
内
に

ご
提
供
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
令
和
６
年
９
月
30
日
を

も
ち
ま
し
て
、
国
東
市
社
会
福
祉

協
議
会
常
務
理
事
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
６
月
に
就
任
し
、
１

年
３
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
こ
の
間
、
多
く
の

皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
務
め

ら
れ
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
国
東
市
は
も
と
よ
り
全
国
的
に

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
構
造

や
家
族
構
成
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
な
か
で
、
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
使
命
を
も
つ
社
会
福
祉
協
議

会
は
益
々
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
必
要
と
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
本
会
が
充
実
し
た

事
業
活
動
を
展
開
し
、
国
東
市
の

地
域
福
祉
が
一
歩
一
歩
進
ん
で
行

く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。
重
ね
て
、
皆
様
方
の
ご
協
力

に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

大分大学経済学部 山浦陽一准教授による
「これからの地域づくり講演会」開催

　
令
和
６
年
８
月
27
日
、
安
岐
中
央
公
民
館
で
大
分
大
学
山

浦
陽
一
准
教
授
に
よ
る「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
講
演
会
」

を
に
し
あ
き
元
気
会
の
皆
さ
ん
が
開
催
し
ま
し
た
。

　
国
東
市
内
で
の
支
え
合
い
活
動
「
居
場
所
づ
く
り
を
通
じ

た
生
活
支
援
」
が
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
竹
田
津
く
ら
し
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
〝
か
も
め
〞
の
取
り
組
み
モ
デ
ル
事
例

を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
の
進
む
べ
き
方
向
性
、

ポ
イ
ン
ト
を
山
浦
准
教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
〝
に
し
あ
き
元
気
会
〞
は
、
安
岐
町
西
安
岐
地
区
の
民
生

委
員
児
童
委
員
全
８
名
の
皆
さ
ん
が
、
活
動
の
中
で
直
面
す

る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
令
和
６
年
７
月
19
日
に
会

を
発
足
し
、
月
１
〜
２
回
の
頻
度
で
「
く
ら
し
を
考
え
る
勉

強
会
」
を
今
後
も
継
続
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
「
食
品
衛
生
」、「
口
腔
と
健
康
」、「
コ
ー
ヒ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」、「
移
動
支
援
」「
医
療
・
介
護
保
険
制
度
の
動
向
」

に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
８
月
22
日
、
竹
田
津
地
区
公
民
館
で
第
一
回
目

の
買
い
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
商
店
ま
で
の
買
い
物
に
行
く
事
が
困
難
な
方
た

ち
に
対
し
、
少
し
で
も
買
い
物
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え
よ

う
と
企
画
し
、
地
域
で
支
え
合
い
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る

竹
田
津
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
か
も
め
」
の
ミ
ニ

デ
イ
の
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
車
の
免
許
の
返
納
な
ど
で
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
声
を
商

工
業
者
の
方
に
相
談
し
、
国
見
地
域
の
商
店
の
方
に
出
張
販

売
い
た
だ
き
、
買
い
物
が
し
や
す
い
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
国
見
町
内
の
３
店
舗
が
参
加
し
、
生
鮮
食
品
や

日
用
品
な
ど
が
揃
い
、
ミ
ニ
デ
イ
に
参
加
し
た
方
や
、
地
域

住
民
が
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
「
大
変
便
利
が
い
い
」「
バ
ス
で
買
い
物

に
行
っ
て
買
い
物
し
た
重
い
荷
物
が
帰
り
が
け
は
大
変
だ
っ

た
大
変
助
か
る
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
国
見
町
３
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
公
民
館
等
で

買
い
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
月
に
一
回
展
開
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
７
月
20
日
（
土
）
か
ら
８
月

31
日
（
土
）
ま
で
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
月
間
で
し
た
。
今
年
度
も
各
施
設
で
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
安
岐
中
央
こ
ど
も
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
は
、

「
楽
し
い
で
す
！
」
と
緊
張
し
た
表
情
と
に

こ
や
か
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　
武
蔵
町
の
「
武
渓
の
会
」
に
参
加
し
た

大
学
生
も
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

た
が
、カ
フ
ェ
に
来
た
方
々
に
丁
寧
に
コ
ー

ヒ
ー
を
注
ぎ
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。「
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
３

日
間
頑
張
り
ま
す
」
と
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
に
大
変
意
欲
的
で
し
た
。

愛のお便り運動愛のお便り運動

　
国
東
市
内
の
児
童
た
ち
に
よ
る
愛
の
お

便
り
運
動
が
今
年
度
も
敬
老
の
日
に
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
祖
父
母
や
日
頃
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
近
所
の
方
な
ど
へ
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
自
分
の
近
況

を
知
ら
せ
ま
し
た
。

　
一
生
懸
命
書
い
た
素
敵
な
絵
は
が
き
は
、

思
い
思
い
の
場
所
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
が
き
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
手
に

取
っ
た
瞬
間
、
に
っ
こ
り
笑
顔
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
こ
の
は
が
き
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
い
う
お
声
も
沢
山
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
手
軽
で
良
い
で
す
が
、
手

書
き
も
嬉
し
い
で
す
ね
♪

　
児
童
た
ち
に
は
が
き
で
お
返
事
し
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ヨ
。
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令和６年度 赤い羽根共同募金運動に
ご協力をお願いいたします

台風 10 号への支援金を
いただきました

高齢者すこやかサロンの紹介

国東市社会福祉協議会へ次の方々から心温まるご寄付をいただきました。皆様のご厚情に対しまして厚く
お礼申し上げます。故人のご冥福をお祈り申し上げます。（掲載に同意された方のみご紹介しております。）

受付期間：令和 6年 6月 1日～令和６年 8月 31日

国東市社会福祉協議会への寄付は税額控除の対象となります

社協にお寄せいただく寄付金は地域福祉事業の財源になります。皆様のご協力をよろしくお願いします。

（税額控除対象寄付金－2,000 円）×40％＝控除対象額（所得税額から控除）
※但し、控除額は所得税額の 25％が限度となります。
※税額控除対象寄付金とは、税額控除対象法人への寄付金額です。（本会は税額控除対象法人です）
※寄付金支出額が、総所得金額等の40％に相当する金額を超える場合には、40％に相当する額が税額控除対象寄付
金となります。

香　典　返　し　寄　付香　典　返　し　寄　付
（地区）

国 見 町 

国 東 町

（寄付者名）

藤原　文子

山口　茂治

江村　昌彦

津﨑キミコ

安部　俊介

福田　説子

古森　一則

岩崎　　廣

寺川　敏郎

松丸　和弘

栗原　昭美

岡野　俊司

禮田　喜吉

宮川　　正

福田　行美

山本　浩巳

山本　久満

石丸　秀樹

佐野　秀己

嶋岡　　貢

秋吉　美佳

河野　精一

（故人名）

（故　保　　様）

（故　節子　様）

（故　加代子様）

（故　信一　様）

（故　正宏　様）

（故　吉田秀俊　様）

（故　富枝　様）

（故　修二　様）

（故　良治　様）

（故　ミヤ子様）

（故　昌子　様）

（故　欽一　様）

（故　節男　様）

（故　美津枝様）

（故　顕彰　様）

（故　勝實　様）

（故　佳久子様）

（故　ムツ子様）

（故　洋子　様）

（故　ヤス子様）

（故　文暢　様）

（故　好子　様）

（金額）

70,000 円

金一封

金一封

30,000 円

30,000 円

50,000 円

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

お   知   ら   せお   知   ら   せ

善意の気持ちをありがとうございました

　
堅
来
俳
句
サ
ロ
ン
（
国
東
町
東
堅
来
）
は
、
毎

月
２
回
公
民
館
に
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
提
出
し
た
兼
題
と
自
由
題
の
２
句
を
持

ち
寄
り
、
皆
で
合
評
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
か
ら
３
年
、
初
め
は
初
心
者

だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
毎
回
意
欲
的
に
参
加
さ
れ
、

大
分
合
同
新
聞
や
、
朝
日
新
聞
な
ど
に
投
稿
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
、
句
集
「
九
人
衆
」
を
発
行
し
、
自

分
で
選
ん
だ
作
品
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　
国
東
図
書
館
や
大
分
県
立
図
書
館
に
も
寄
贈
し

て
お
り
、
多
く
の
方
々
に

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
代
表
の
安
達
郁

雄
さ
ん
は
、「
俳
句
は
言

葉
選
び
が
大
変
、
言
葉
を

知
ら
な
い
と
難
し
い
。
歳

時
記
と
辞
書
を
手
元
に
置

い
て
い
ま
す
」
と
、
に
こ

や
か
に
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

（金額）

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

（地区）

武 蔵 町

安 岐 町

別 府 市

（寄付者名）

小山田秀人　様

都留　一正　様

藤原　正敏　様

岩武　恒希　様

中嶋　汐子　様

坂本　重喜　様 

瀧口　洋利　様

田城　　守　様

松永　美敏　様

渕上　光治　様

伊藤　憲彦　様

宮崎　清人　様

木次　雅之　様

田尾　博行　様

柏　　敏朗　様

滝口　善一　様

　

（故人名）

（故　登世子様）

（故　正博　様）

（故　康男　様）

（故　イツヨ様）

（故　文雄　様）

（故　治 　　様）

（故　ミヨシ様）

（故　昌司　様）

（故　啓子　様）

（故　譲二　様）

（故　善一　様）

（故　モト　様）

（故　千之　様）

（故　チヨ　様）

（故　麗子　様） 

（故　美智子様） 

 

お寄せいただいた募金は・・・
•無料法律相談会の実施
•福祉用具無料貸出し
•広報誌の発行　など

（地域の皆さまからお寄せいただく募金）
赤い羽根共同募金　　　500円
歳末たすけあい募金　　100円
※募金は強制ではなく任意です

幅広く国東市の地域福祉活動に
活用いたします

　10月１日から“じぶんの町を良くするし
くみ”をテーマに、今年も「赤い羽根共同募
金運動」「歳末たすけあい募金運動」がス
タートしました。この運動は、毎年10月１
日から12月31日まで全国一斉に行われま
す。皆さまの変わらぬご理解とご協力をお
願い申し上げます。

戸別募金のめやす

国東町
堅来俳句サロン

代表　安達郁雄さん

句集「九人衆」は、
毎年発行を目指しています。

瀬
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内
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み
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で
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と
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に
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や
蝉
し
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れ
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紹
介

◆活　　動：月２回（第１・３金曜日）
　　　　　　19：00～20：30
◆場　　所：堅来公民館
◆メンバー：９名（男性５名、女性４名）

　安岐小学校企画委員会の皆さんが台風10号
による被害で、自分たちにできる事は何かない
かと、全校に呼びかけて募金を集めました。
　募集期間は９月初旬から９月13日までで、
集まった寄付金46,605円を全額国東市社会福
祉協議会へ寄付してくださいました。
　募金は災害ボランティアセンターの活動に役
立てます。
　本当にありがとうございました。

安岐小学校企画委員会の皆さん

くにさき　社協だより　74号　6　　



令和６年度 赤い羽根共同募金運動に
ご協力をお願いいたします

台風 10 号への支援金を
いただきました

高齢者すこやかサロンの紹介

国東市社会福祉協議会へ次の方々から心温まるご寄付をいただきました。皆様のご厚情に対しまして厚く
お礼申し上げます。故人のご冥福をお祈り申し上げます。（掲載に同意された方のみご紹介しております。）

受付期間：令和 6年 6月 1日～令和６年 8月 31日

国東市社会福祉協議会への寄付は税額控除の対象となります

社協にお寄せいただく寄付金は地域福祉事業の財源になります。皆様のご協力をよろしくお願いします。

（税額控除対象寄付金－2,000 円）×40％＝控除対象額（所得税額から控除）
※但し、控除額は所得税額の 25％が限度となります。
※税額控除対象寄付金とは、税額控除対象法人への寄付金額です。（本会は税額控除対象法人です）
※寄付金支出額が、総所得金額等の40％に相当する金額を超える場合には、40％に相当する額が税額控除対象寄付
金となります。

香　典　返　し　寄　付香　典　返　し　寄　付
（地区）

国 見 町 

国 東 町

（寄付者名）

藤原　文子

山口　茂治

江村　昌彦

津﨑キミコ

安部　俊介

福田　説子

古森　一則

岩崎　　廣

寺川　敏郎

松丸　和弘

栗原　昭美

岡野　俊司

禮田　喜吉

宮川　　正

福田　行美

山本　浩巳

山本　久満

石丸　秀樹

佐野　秀己

嶋岡　　貢

秋吉　美佳

河野　精一

（故人名）

（故　保　　様）

（故　節子　様）

（故　加代子様）

（故　信一　様）

（故　正宏　様）

（故　吉田秀俊　様）

（故　富枝　様）

（故　修二　様）

（故　良治　様）

（故　ミヤ子様）

（故　昌子　様）

（故　欽一　様）

（故　節男　様）

（故　美津枝様）

（故　顕彰　様）

（故　勝實　様）

（故　佳久子様）

（故　ムツ子様）

（故　洋子　様）

（故　ヤス子様）

（故　文暢　様）

（故　好子　様）

（金額）

70,000 円

金一封

金一封

30,000 円

30,000 円

50,000 円

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

お   知   ら   せお   知   ら   せ

善意の気持ちをありがとうございました

　
堅
来
俳
句
サ
ロ
ン
（
国
東
町
東
堅
来
）
は
、
毎

月
２
回
公
民
館
に
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
提
出
し
た
兼
題
と
自
由
題
の
２
句
を
持

ち
寄
り
、
皆
で
合
評
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
か
ら
３
年
、
初
め
は
初
心
者

だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
毎
回
意
欲
的
に
参
加
さ
れ
、

大
分
合
同
新
聞
や
、
朝
日
新
聞
な
ど
に
投
稿
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
、
句
集
「
九
人
衆
」
を
発
行
し
、
自

分
で
選
ん
だ
作
品
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　
国
東
図
書
館
や
大
分
県
立
図
書
館
に
も
寄
贈
し

て
お
り
、
多
く
の
方
々
に

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
代
表
の
安
達
郁

雄
さ
ん
は
、「
俳
句
は
言

葉
選
び
が
大
変
、
言
葉
を

知
ら
な
い
と
難
し
い
。
歳

時
記
と
辞
書
を
手
元
に
置

い
て
い
ま
す
」
と
、
に
こ

や
か
に
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

（金額）

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

（地区）

武 蔵 町

安 岐 町

別 府 市

（寄付者名）

小山田秀人　様

都留　一正　様

藤原　正敏　様

岩武　恒希　様

中嶋　汐子　様

坂本　重喜　様 

瀧口　洋利　様

田城　　守　様

松永　美敏　様

渕上　光治　様

伊藤　憲彦　様

宮崎　清人　様

木次　雅之　様

田尾　博行　様

柏　　敏朗　様

滝口　善一　様

　

（故人名）

（故　登世子様）

（故　正博　様）

（故　康男　様）

（故　イツヨ様）

（故　文雄　様）

（故　治 　　様）

（故　ミヨシ様）

（故　昌司　様）

（故　啓子　様）

（故　譲二　様）

（故　善一　様）

（故　モト　様）

（故　千之　様）

（故　チヨ　様）

（故　麗子　様） 

（故　美智子様） 

 

お寄せいただいた募金は・・・
•無料法律相談会の実施
•福祉用具無料貸出し
•広報誌の発行　など

（地域の皆さまからお寄せいただく募金）
赤い羽根共同募金　　　500円
歳末たすけあい募金　　100円
※募金は強制ではなく任意です

幅広く国東市の地域福祉活動に
活用いたします

　10月１日から“じぶんの町を良くするし
くみ”をテーマに、今年も「赤い羽根共同募
金運動」「歳末たすけあい募金運動」がス
タートしました。この運動は、毎年10月１
日から12月31日まで全国一斉に行われま
す。皆さまの変わらぬご理解とご協力をお
願い申し上げます。

戸別募金のめやす

国東町
堅来俳句サロン

代表　安達郁雄さん

句集「九人衆」は、
毎年発行を目指しています。

瀬
戸
内
の
島
飲
み
込
ん
で
雲
の
峰

柿
日
和
定
年
迎
へ
妻
と
歩
く

ふ
る
さ
と
の
過
疎
に
生
き
る
や
蝉
し
ぐ
れ
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紹
介

◆活　　動：月２回（第１・３金曜日）
　　　　　　19：00～20：30
◆場　　所：堅来公民館
◆メンバー：９名（男性５名、女性４名）

　安岐小学校企画委員会の皆さんが台風10号
による被害で、自分たちにできる事は何かない
かと、全校に呼びかけて募金を集めました。
　募集期間は９月初旬から９月13日までで、
集まった寄付金46,605円を全額国東市社会福
祉協議会へ寄付してくださいました。
　募金は災害ボランティアセンターの活動に役
立てます。
　本当にありがとうございました。

安岐小学校企画委員会の皆さん

　　　　7　くにさき　社協だより　74号　　



くにさき

ボランティア対応件数：44件

ボランティア参加数：388名

社協だよりには皆様よりお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分金が使われています

～地域福祉活動を支援し、支援が必要な人とともに歩む団体～

市民後見人養成講座受講者募集

社会福祉法人  国東市社会福祉協議会

社会福祉法人  国東市社会福祉協議会

国東市成年後見センター“ほっとかない”（国東市社会福祉協議会）

国東市

•年齢25歳以上の方（2024年４月１日現在）

•国東市内にお住まいの方

•福祉活動に理解があり、受講修了後に市民後見人として活動可能な方

•講座を全て受講できる方

　※やむを得ず欠席となった場合、レポート等の補講を用意しております。

令和６年10月21日（月）～令和６年11月11日（月）

令和６年11月28日（木）～令和７年１月31日（金）（8日間）

武蔵中央公民館　会議室

無料

10名

申込者全員に、受講の可否の通知を郵送でお知らせします。

主 催

共 催

応 募 資 格

応 募 期 間

日 程

会 場

受 講 料

申 込 方 法

定 員

受講の決定

国東市成年後見センター “ほっとかない”
（国東市社会福祉協議会　総務福祉課　地域共生係）

お
問
合
せ
先

本　　所
国見支所
国東支所

安岐支所

国東市武蔵町古市 1086-1（武蔵保健福祉センター内） （総務福祉課）
国東市国見町伊美 2225-1（国見保健福祉センター内）　
国東市国東町浜崎 2757-5（国東福祉センター内） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（在宅福祉課）
国東市安岐町中園 100（安岐総合支所内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉支援課）

☎68-1976
☎82-1107
☎74-1151
☎74-1234
☎67-1283
☎64-7100

■
■
■

■

社協の詳しい情報は
ホームページへアクセス

No.74
令和6年10月 21日発行

別府大学のみなさん

国東市成年後見センター “ほっとかない”

成年後見制度とは成年後見制度とは
　認知症や障害のために判断能力が不十分な方々の財産管理や身上保護を裁判所から選任さ
れた後見人等が支援し、これらの方々が住み慣れた地域で生活を継続できるよう支える制度

•この講座終了後、市民後見人養成講座修了者名簿に登録します。
•終了は全科目受講を条件とします。
•受講予定時間を10分以上過ぎて未出席の方は欠席とみなします。
•将来的に市民後見人として、活動できる方を養成するため、名簿登録者には、フォロー
アップ研修等の案内を年に１回程度予定しています。

　国東市における成年後見制度の普及を目的に、新たな成年後見制度の担い手として市民後見人を養成いた
します。

◆お問合せ先 住 所
電 話
M a i l

：国東市武蔵町古市１０８６番地１
：0978-68-1976　FAX：0978-68-1677
：kouken.kunisaki@kunisaki-wel.or.jp

受講における留意点

国東市成年後見センター“ほっとかない”(国東市社会福祉協議会）まで、郵送・FAX・
メールにて申込用紙を提出ください。
※申込用紙は社会福祉協議会HPからダウンロードまたは本所にてお受け取りいただ
けます。


